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技術部門   環境部門 

専門とする事項  自然環境の保全 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ-1 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

( 1 )  支 援 に 当 た っ て 取 り 組 む べ き 課 題  

 発 展 途 上 国 の 支 援 に 当 た り 、 私 は 以 下 の ３ 点 が 主 な

課 題 と 考 え る 。  

1 ) 法 や 基 準 の 整 備 状 況 と 生 活 状 況 の 解 離  

 発 展 途 上 国 で は 、 環 境 に 対 し て の 法 や 基 準 が 整 備 さ

れ て い て も 、 経 済 成 長 を 重 視 す る た め に 実 際 は そ れ ら

を 順 守 し て い な い 場 合 が 往 々 に し て 存 在 す る 。 法 や 基

準 の 整 備 状 況 と 、 国 民 の 生 活 状 況 の 把 握 が 必 要 で あ る 。  

2 ) 頻 発 す る 自 然 災 害 に よ る 財 政 困 難  

 地 球 温 暖 化 や 気 候 変 動 に よ り 、 深 刻 な 自 然 災 害 が 頻

発 し て い る 。 一 方 、 大 規 模 災 害 に 対 応 し た ハ ー ド 再 整

備 を 全 て の 地 域 で 進 め る こ と は 、 財 政 負 担 が 大 き く 困

難 で あ る 。 限 ら れ た 予 算 で 効 果 的 な 対 策 が 必 要 で あ る 。  

3 ) 人 的 資 源 と 生 産 性 向 上 の バ ラ ン ス 確 保  

 発 展 途 上 国 で は 、 よ り 高 い 技 術 力 を 求 め 若 者 が 国 外

に 留 学 ・ 就 労 す る 場 合 が 多 く あ る 。 そ の 場 合 、 外 貨 を

獲 得 し 、 途 上 国 内 の 経 済 活 動 は よ り 推 進 さ れ る が 、 一

方 で 途 上 国 内 の 生 産 力 が 必 ず し も 向 上 す る わ け で は な

い 。 限 ら れ た 人 的 資 源 で 生 産 性 を あ げ る 必 要 が あ る 。  

( 2 )  困 難 性 が あ り 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と 解 決 策  

 私 は 「 法 や 基 準 の 整 備 状 況 と 生 活 状 況 の 解 離 」 が 最

重 要 課 題 と 考 え る 。 以 下 に 解 決 策 を ３ 点 示 す 。  

1 ) I C T を 活 用 し た 情 報 集 約  

 既 存 の 法 や 基 準 の 整 備 状 況 か ら 各 地 の 環 境 調 査 結 果

ま で 、 一 元 的 に 管 理 す る デ ー タ 基 盤 を 構 築 す る 。 途 上
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国 で は 特 に 、 都 市 部 と 地 方 と で 環 境 調 査 等 の 実 施 状 況

に 差 が 生 じ や す い が 、 そ れ ら の 状 況 も 把 握 で き な い こ

と が 多 い 。 現 状 を 一 元 管 理 す る こ と で 、 適 切 な 対 策 を

講 じ る こ と が 可 能 と な る 。  

2 ) 生 活 状 況 の 把 握 と ビ ジ ネ ス 発 展 性 の 検 証  

 市 場 調 査 を 基 に 、 ビ ジ ネ ス と し て も 成 立 す る か ど う

か の 検 証 ま で 行 い 現 地 ニ ー ズ に 沿 っ た 技 術 を 提 案 す る 。

実 際 の 生 活 状 況 と 解 離 せ ず 、 経 済 性 が 優 れ て い れ ば 途

上 国 内 で 受 け 入 れ ら れ や す く な る 。  

3 ) 持 続 可 能 な 技 術 の 普 及 ・ 導 入  

 専 門 知 識 が な く と も 維 持 管 理 で き る よ う な 技 術 を 導

入 し 、 普 及 を 図 る 。 メ ン テ ナ ン ス に 高 度 な 専 門 知 識 が

不 要 で 、 費 用 負 担 が 小 さ い も の で あ れ ば 、 持 続 さ せ る

こ と が 可 能 に な る 。  

( 3 )  新 た に 生 じ る リ ス ク と 対 策  

1 ) リ ス ク ： 住 民 へ の 情 報 共 有 不 足 に よ る 効 果 低 減  

 提 案 技 術 の 内 容 や 効 果 を 住 民 が 十 分 に 理 解 し て い な

い こ と に よ り 、 本 来 の 効 果 が 発 揮 さ れ な い こ と や 、 持

続 的 な 維 持 管 理 が 難 し く な る こ と が 懸 念 さ れ る 。  

2 ) 対 策 ： 事 業 の 透 明 化 に よ る 住 民 理 解 の 促 進  

① 住 民 の 参 画 を 前 提 と し た 計 画 推 進  

 計 画 段 階 か ら 住 民 を 参 画 さ せ 、 相 互 に 情 報 共 有 を 図

る こ と で 現 地 ニ ー ズ に 沿 い つ つ 住 民 の 意 識 を 集 め た 技

術 提 案 が 可 能 に な る 。 例 え ば 、 住 民 と 一 緒 に 現 地 視 察

を 行 う こ と で 、 ど の 場 所 で 問 題 が 生 じ て い る か を ヒ ア
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リ ン グ す る 。 住 民 自 身 に 対 し て は 問 題 が 生 じ て い る こ

と の 喚 起 に つ な が る 。  

② 多 様 な 情 報 提 供 手 段 の 確 保  

 様 々 な 年 齢 層 へ 的 確 に 情 報 を 周 知 し 、 S D G s の 原 則

で あ る 「 誰 一 人 取 り 残 さ な い 」 を 実 現 す る た め 、 事 業

の 要 所 で セ ミ ナ ー や ワ ー ク シ ョ ッ プ 、 チ ラ シ の 回 覧 を

実 施 す る 。 住 民 の 当 事 者 意 識 が 高 ま り 、 モ チ ベ ー シ ョ

ン の 維 持 に も つ な が る 。 ま た 、 近 年 急 速 に 発 展 し た

W e b 会 議 シ ス テ ム を 上 手 く 利 用 す る こ と で 、 日 本 か ら

の 渡 航 回 数 を 増 や す こ と な く 現 地 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン を 密 に と る こ と が で き る 。  

( 4 )  業 務 遂 行 に 当 た り 必 要 と な る 要 件 ・ 留 意 点  

 発 展 途 上 国 で 我 が 国 の 技 術 を 展 開 す る 場 合 、 利 害 関

係 者 は 一 人 一 人 考 え や 文 化 が 異 な り 、 生 ま れ 持 っ た 背

景 が 異 な る こ と を 常 に 留 意 す る こ と が 重 要 で あ る 。 併

せ て 、 母 国 語 も 異 な る た め 誤 解 が 生 じ る リ ス ク も 高 ま

る 。 す べ て の 人 が 分 か り や す い よ う な 、 写 真 や 図 表 を

多 く 使 用 し た 視 覚 的 に 理 解 が 容 易 な 資 料 を 準 備 す る 。

打 合 せ で は 必 ず 議 事 録 を 作 成 し 、 相 互 確 認 を 徹 底 す る

こ と で 誤 解 な く 事 業 を 進 め る こ と が 重 要 で あ る 。 ま た 、

事 業 の 進 捗 状 況 は 常 に P D C A を 基 に 確 認 し 、 継 続 的 に

見 直 し を 実 施 す る 。 公 益 の た め 、 良 い 仕 事 を す る の が

重 要 で あ り 、 私 は 技 術 者 と し て 公 平 ・ 誠 実 に 仕 事 を し

た い と 考 え て い る 。  

                      以 上  
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受験番号 

問題番号 I-2 

答案使用枚数 枚目    枚中 

技術部門   環境 

専門とする事項：簡易な環境分析法の研究 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

( 1 ) 気 候 変 動 適 応 計 画 の 3 つ の 課 題  

令 和 4 年 度 環 境 白 書 で は 、 脱 炭 素 、 循 環 経 済 、 分 散 ・

自 然 共 生 を 3 つ の 方 向 性 と し て 示 し て い る 。 こ れ ら を

多 面 的 な 観 点 と し て そ れ ぞ れ の 気 候 変 動 適 応 計 画 の 課

題 を 述 べ る 。  

① 脱 炭 素 （ 気 候 変 動 適 応 計 画 ： 国 民 生 活 ）  

温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 の う ち 6 0 ％ が 家 庭 か ら と 言 わ れ

て い る 。 そ の た め 国 民 の ラ イ フ ス タ イ ル の 変 革 が 課 題

と な っ て い る 。 例 え ば 、 エ ア コ ン の 適 切 利 用 に よ り 熱

中 症 の リ ス ク を 軽 減 し な が ら 、 省 エ ネ 性 能 の 高 い 家 に

住 む こ と な ど が あ げ ら れ る 。  

② 循 環 経 済 （ 気 候 変 動 適 応 計 画 ： 産 業 経 済 活 動 ）  

リ ニ ア エ コ ノ ミ ー か ら サ ー キ ュ ラ ー エ コ ノ ミ ー へ と 転

換 す る こ と が 必 要 に な っ て い る 。 よ り 小 さ な サ イ ク ル 、

製 造 物 流 の 効 率 化 ・ 省 人 化 を 図 る こ と が 課 題 と な っ て

い る 。 こ れ に よ る 労 働 環 境 の 改 善 、 労 働 災 害 の 軽 減 が

可 能 に な る た め 、 効 果 的 な 適 応 策 に つ な が る 。  

③ 分 散 自 然 共 生 （ 気 候 変 動 適 応 計 画 ： 自 然 災 害 ）  

異 常 気 象 に よ り 自 然 災 害 が 激 甚 化 し 、 多 く の 人 命 が 失

わ れ て い る 。 多 自 然 型 の 治 山 ・ 治 水 技 術 で あ る E c o -

D R R を 導 入 す る こ と に よ り 生 態 系 を 保 全 し つ つ 適 応 策

を 推 進 し て い く こ と が 課 題 と な っ て い る 。  

( 2 ) 最 重 要 課 題 と 複 数 の 解 決 策  

最 重 要 課 題 は ③ の 自 然 災 害 へ の 適 応 を 挙 げ る 。 理 由 は

人 命 が 最 優 先 で あ る か ら で あ る 。 河 川 の 治 水 に 焦 点 を
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受験番号 

問題番号 I-2 
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絞 っ て そ の 解 決 策 を 3 つ 提 示 す る 。  

①  従 来 型 治 水 技 術  

コ ン ク リ ー ト 堤 や ダ ム な ど は 比 較 的 短 時 間 に 施 工 で き

る 。 一 方 、 周 辺 自 然 生 態 系 を 不 可 逆 的 に 破 壊 す る こ と

に も 繋 が り か ね な い 。  

② E c o - D R R  

短 期 間 で 大 幅 な 河 川 流 量 の 増 加 を 緩 和 す る た め の 人 工

湿 地 帯 や 河 畔 林 の 整 備 な ど の E c o - D R R は 1 0 0 % の 機 能

を 発 現 す る ま で に は 長 期 間 を 要 す る 。  

③ ① と ② の 混 合  

河 川 の 上 流 部 で は ② 、 下 流 部 や 人 口 が 密 集 す る 都 市 部

で は ① が 実 際 に は 選 択 さ れ て い る 。 河 畔 林 の 整 備 や 人

工 湿 地 帯 の 整 備 に は 比 較 的 広 い 面 積 が 必 要 に な る か ら

で あ る 。 い わ ゆ る 地 下 神 殿 の よ う な 貯 水 地 が 整 備 さ れ

て い る こ と も あ る 。  

( 3 ) 波 及 効 果 と 懸 念 事 項 へ の 対 応 策  

波 及 効 果 と し て は 河 川 水 質 の 改 善 が あ る 。 多 自 然 型 の

治 水 技 術 で 河 川 の 流 量 が 安 定 化 す れ ば 、 下 水 処 理 場 の

オ ー バ ー フ ロ ー の 頻 度 が 低 減 し 、 多 自 然 型 の 河 岸 は 河

川 の 自 浄 作 用 を 促 進 す る こ と に つ な が る た め で あ る 。  

懸 念 事 項 と し て は 、 対 策 が 間 に 合 わ ず 金 銭 的 の み な ら

ず 人 的 被 害 が 続 く こ と が 挙 げ ら れ る 。  

対 応 策 と し て は ① 民 間 資 金 の 導 入 と ② 国 民 と の 対 話 が

あ る 。 R 4 . 2 の 改 正 温 対 法 に よ り 民 間 資 金 が 適 応 策 に

も ク レ ジ ッ ト と し て 計 数 す る こ と が で き る よ う に な っ
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た 。  

( 4 ) 技 術 者 倫 理 、 社 会 の 持 続 可 能 性 の 観 点 か ら の 要 件 、

留 意 点  

技 術 者 倫 理 の 観 点 と し て は 、 人 命 優 先 し つ つ 生 態 系 を

保 全 し て 進 め る 必 要 が あ る 。 こ れ ら は ト レ ー ド オ フ の

関 係 に な り や す い た め 、 し っ か り 情 報 収 集 、 調 査 、 学

識 経 験 者 や 関 係 自 治 体 と 意 見 調 整 を 行 っ て 進 め る こ と

に 留 意 す る 。  

社 会 の 持 続 可 能 性 と し て は 、 破 堤 確 率 の 低 下 だ け で な

く 、 生 態 系 評 価 も 事 業 の K P I と し て 評 価 す る 必 要 が あ

る 。 今 は や り の S D G s で 言 え ば 、 1 3 番 だ け で な く 、 1 5

番 、 1 1 番 に も つ な が る 事 業 で あ る 。 国 民 に 対 し て 丁

寧 に 説 明 す る こ と を 留 意 点 と し て 挙 げ る 。  

以 上  
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技術部門           環 境     部門  

専門とする事項  自然公園等施設整備 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

受験番号 

問題番号  Ⅰ － ２     

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

 ( 1 )  気 候 変 動 適 応 に つ い て の 課 題  

① 自 然 生 態 系  

 気 候 変 動 に よ り 気 温 や 海 水 温 が 上 昇 す る こ と で 動 植

物 や 海 生 生 物 の 生 育 適 地 が 移 動 し て お り 、 北 半 球 に お

い て は 一 部 の 生 物 が 北 上 し 始 め て い る 。 し か し 、 近 隣

に 生 育 的 地 の な い 高 山 植 物 や 、 移 動 速 度 の 低 い サ ン ゴ

礁 な ど は 生 息 地 が 失 わ れ る こ と が 問 題 で あ る 。 そ こ で 、

希 少 種 に つ い て は 域 外 保 全 と と も に 生 態 系 ネ ッ ト ワ ー

ク に よ り 移 動 経 路 を 確 保 す る 必 要 が あ る 。  

② 自 然 災 害 ・ 沿 岸 域  

 気 候 変 動 に よ り 既 に 異 常 気 象 の 頻 度 と 強 度 は 増 し て

お り 、 我 が 国 で も 毎 年 の よ う に 豪 雨 に よ る 被 害 が 発 生

し て い る 。 ま た 、 沿 岸 域 は 高 潮 や 海 面 上 昇 に よ り 面 積

が 縮 小 す る 恐 れ が あ る 。 そ こ で 、 自 然 生 態 系 の 防 災 ・

減 殺 機 能 を 活 用 す る こ と に よ り レ ジ リ エ ン ス を 向 上 す

る 必 要 が あ る 。  

③ 国 民 生 活 ・ 都 市 生 活  

 気 候 変 動 に よ る 国 民 生 活 へ の 影 響 の う ち 、 熱 中 症 は

特 に 都 市 生 活 へ の 影 響 が 大 き い 。 こ れ に 対 し て は 打 ち

水 や ク ー ル シ ェ ア な ど の 個 人 の 行 動 か ら 、 Z E H に よ る

家 の 断 熱 化 や 高 性 能 エ ア コ ン の サ ブ ス ク 、 緑 地 帯 の 導

入 な ど の 様 々 な 方 法 に よ り 生 活 様 式 を 適 応 す る 必 要 が

あ る 。 ま た 、 起 こ り う る 洪 水 な ど に 備 え た 防 災 計 画 等

の ソ フ ト 対 策 も あ わ せ て 必 要 で あ る 。  

( 2 )  最 も 重 要 な 課 題 の 解 決 策  
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○解答欄の記入は、1 マスにつき1 文字とすること。なお、英字・数字は1マスに２文字を目安とする。

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

○ 最 重 要 課 題 ： ② 自 然 災 害 ・ 沿 岸 域  

○ 理 由 ： 既 に 自 然 災 害 は 激 じ ん 化 し つ つ あ り 、 1 . 5 ℃

目 標 を 達 成 し た と し て も 、 当 面 は 気 候 変 動 が 続 く こ と

か ら 災 害 の 更 な る 激 じ ん 化 に よ り 被 害 が 拡 大 す る と 考

え ら れ る た め 。  

○ 解 決 策 １ ： 社 会 基 盤 へ の グ リ ー ン イ ン フ ラ の 導 入  

  こ れ ま で 、 災 害 を 防 ぐ 社 会 基 盤 は コ ン ク リ ー ト 構

造 物 で あ っ た が 、 こ れ に 自 然 生 態 系 を 導 入 す る こ と に

よ り さ ら に 被 害 を 低 減 で き る 。 具 体 的 に は 森 林 に よ る

土 砂 崩 れ の 防 止 や 土 砂 ・ 流 木 の 補 足 、 海 岸 林 に よ る 強

風 や 高 潮 の 抑 制 、 都 市 部 で の 雨 庭 に よ る 雨 水 流 下 速 度

低 下 に よ る 氾 濫 の 抑 制 な ど が あ る 。  

○ 解 決 策 ２ ： E c o - D R R に よ る 災 害 の 回 避 と 減 災  

  自 然 生 態 系 は こ れ ま で そ の 土 地 で 発 生 し た 災 害 な

ど の 影 響 を 受 け て 成 立 し て い る た め 、 そ れ ぞ れ の 土 地

の 生 態 系 か ら 、 被 災 し や す い 土 地 を あ る 程 度 推 測 す る

こ と が で き る 。 こ れ に よ り 被 災 し や す い と さ れ る 地 域

の 住 居 を 移 転 し 、 土 地 利 用 を 変 更 す る こ と で 被 害 を 回

避 す る こ と が で き る 。  

  ま た 、 減 少 し つ つ あ る 自 然 生 態 系 を 保 全 ・ 再 生 す

る こ と で 、 自 然 災 害 の 被 害 を 軽 減 す る こ と が で き る 。

河 川 の 再 蛇 行 化 に よ り 氾 濫 原 の 湿 原 を 再 生 し 、 下 流 の

氾 濫 を 抑 制 で き る ほ か 、 サ ン ゴ 礁 や 干 潟 の 保 全 再 生 に

よ り 沿 岸 域 の 高 潮 な ど に よ る 浸 食 を 防 止 で き る 。 ま た 、

伝 統 的 な 知 恵 と し て 、 霞 堤 に よ り 下 流 の 氾 濫 を 抑 制 す
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○解答欄の記入は、1 マスにつき1 文字とすること。なお、英字・数字は1マスに２文字を目安とする。

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

る 方 法 も あ る 。  

( 3 )  解 決 策 を 実 行 し た 上 で 生 じ る 波 及 効 果 と 懸 念 事 項

へ の 対 応 策  

○ 波 及 効 果 ： 自 然 生 態 系 の 活 用 に よ り 自 然 災 害 の 被 害

を 低 減 で き る と と も に 、 自 然 面 積 の 増 加 に よ り 豊 か な

自 然 を 享 受 で き る 。 ま た 、 グ レ ー イ ン フ ラ の 更 新 コ ス

ト を 抑 制 で き 、 海 外 へ の 展 開 可 能 と 考 え る 。  

○ 懸 念 事 項 へ の 対 応 策 ： 裸 地 に フ ロ ン テ ィ ア と し て 移

入 種 を 導 入 す る な ど に よ り 、 外 来 種 を 持 ち 込 む こ と で

従 来 と 異 な る 生 態 系 に 遷 移 し 周 辺 の 生 態 系 に 影 響 を 及

ぼ す こ と が 懸 念 さ れ る 。 対 策 と し て 、 地 域 性 種 苗 を 使

用 す る ほ か 、 地 域 の 生 態 系 に 配 慮 し て 事 業 を 実 施 す る

と と も に 、 継 続 的 に 生 態 系 の 遷 移 状 況 を 確 認 し 、 必 要

に 応 じ て 追 加 の 対 策 を 行 う 。  

( 4 )  業 務 遂 行 に 当 た っ て 必 要 な 要 件 ・ 留 意 点  

公 共 の 安 全 ： 森 林 造 成 の 際 に 、 森 林 が 安 定 す る 前 に 土

砂 崩 壊 な ど が 発 生 し な い よ う 安 全 対 策 を 十 分 に 行 う 。

予 算 や 工 期 の 制 約 に よ り 対 策 が 難 し い 場 合 は 予 条 件 を

見 直 す 。  

環 境 の 保 全 ： 上 記 の 懸 念 事 項 に 示 し た 生 態 系 保 全 の ほ

か 、 近 隣 の 生 活 環 境 へ の 影 響 を 調 査 し 、 住 民 や 自 然 保

護 団 体 へ 事 前 説 明 を 行 う 必 要 が あ る 。  

合 意 形 成 ： 住 居 の 移 転 を 伴 う 事 業 の 場 合 は 、 住 民 の 意

思 を 尊 重 し 、 無 理 に 移 転 さ せ る こ と が な い よ う に す る 。  



選択科目   自然環境保全 
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技術部門  環境部門  

専門とする事項  自然教育、自然に親しむ利用及びそのための施

設整備に関する事項 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －  2    

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

( 1 )  気 候 変 動 適 応 計 画 の ７ つ の 分 野 の う ち 、 自 然 生 態

系 、 自 然 災 害 、 自 然 災 害 ・ 沿 岸 域 、 健 康 の ３ つ の 観 点

か ら 課 題 を 言 及 す る 。  

自 然 生 態 系 に 対 す る 課 題 に つ い て は 、 生 物 の 生 態 特

性 へ の 影 響 が 考 え ら れ た 。 ナ ガ サ キ ア ゲ ハ の 分 布 域 が

気 候 変 動 の 影 響 に よ り 北 上 し て い る こ と が 報 告 さ れ て

い る 。  

自 然 災 害 ・ 沿 岸 域 に 対 す る 影 響 と し て 、 局 所 的 な 降

雨 に 伴 う 激 甚 災 害 の 増 加 が 挙 げ ら れ 、 沿 岸 域 で 被 害 が

多 発 化 す る 恐 れ が 考 え ら れ る 。  

健 康 に 対 す る 影 響 と し て 、 都 市 生 活 者 を 中 心 に 、 ヒ

ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 に 伴 う 熱 中 症 な ど の 健 康 被 害 の 増

加 が 引 き 起 こ さ れ る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  

( 2 )  最 も 重 要 な 課 題 と し て は 「 自 然 災 害 の 激 甚 化 」 を

挙 げ る 。 解 決 策 に つ い て は 、 以 下 に 示 す  事 項 が 挙 げ

ら れ る 。  

ハ ー ド 面 の 対 策 と し て あ る 程 度 事 前 に 災 害 に 関 す る

予 測 が 立 つ 場 合 は 、 既 存 の 堤 防 、 砂 防 、 ダ ム 、 下 水 道

等 に つ い て は 災 害 の 発 生 リ ス ク や 発 生 し た 際 の 影 響 度

に 応 じ 、 優 先 順 位 を 設 定 し た 効 率 的 な 整 備 が 必 要 で あ

る 。 ま た 、 そ の 際 は グ リ ー ン イ ン フ ラ な ど 自 然 の 多 面

的 な 機 能 を 活 か し 、 自 然 環 境 を 残 し つ つ 整 備 も 敵 財 テ

ク 所 で 進 め て い く こ と が 必 要 で あ る と 考 え る 。 一 方 で

ソ フ ト 面 の 対 策 と し て は 、 想 定 を 超 え た 災 害 が 発 生 し

た 場 合 に 備 え て 、 ハ ザ ー ド マ ッ プ の 策 定 や 定 期 的 な 避
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

難 訓 練 に よ り 地 域 住 民 の 中 で の 情 報 共 有 を 進 め て お く

必 要 が あ る 。  

( 3 )  波 及 効 果 と し て 、 様 々 な 分 野 間 の 知 識 ・ 技 術 の 共

有 が 進 む こ と が 考 え ら れ る 。 自 然 生 態 系 の 分 野 の 内 容

は 、 そ れ 以 外 の 専 門 分 野 の 方 々 に は 中 々 理 解 さ れ な い

が 、 グ リ ー ン イ ン フ ラ な ど の 分 野 横 断 的 な テ ー マ が 成

立 す る こ と で 情 報 共 有 の 機 会 が 生 ま れ 、 結 果 的 に 分 野

間 の 理 解 が よ り 進 む 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 懸 念 事 項 と

し て は 、 施 設 の 改 築 や 新 築 な ど の 整 備 に 伴 い 、 気 候 変

動 の 影 響 以 外 の 要 因 と し て 周 辺 の 自 然 環 境 に 悪 影 響 を

及 ぼ し て し ま う 恐 れ が あ る 。 そ う い っ た 整 備 の 行 い 方

は 地 域 の 住 民 の 一 部 の 方 の 反 感 を 買 う 恐 れ が あ る 。  

( 4 )  地 域 住 民 の 生 命 を 守 る た め に 整 備 を 行 っ た イ ン フ

ラ 施 設 に よ り 、 地 域 の 自 然 環 境 を 悪 化 さ せ る こ と に 繋

が っ て は い け な い と 考 え る 。 こ れ ら の 対 策 を 適 切 に 実

施 し て い く こ と が S D G s 1 4 「 海 の 豊 か さ を 守 ろ う 」 、

S D G s 1 5 「 陸 の 豊 か さ を 守 ろ う 」 に 繋 が る と 考 え る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１－２ 
（１） 

①水環境、水資源：梅雨時期の雨の不足による水不足が問題となっており、水資源の再利用 
 が必要であるが、投資回収が困難なため導入が進まない状況にある。  
②自然災害・沿岸域：大規模な台風・大雨が高頻度で発生しているが、特に都市部では  
 停電等のインフラ脆弱性に課題がある。 
③産業・経済活動：電力供給の逼迫による広域停電リスク回避のため電力供給の平準化  
 が必要となっており、需給最適化のために下げデマンドレスポンスに加えて上げデマンド  
 レスポンス（再エネ電力余剰時に需要をシフトさせる）への対応が課題となっている。  

（２）重要課題として③産業・経済活動の電力需給最適化の解決策ついて下記する。  
１，電力供給状況見通しの早期連絡：AI による需給の将来予測を活用し、出来るだけ 

早期に大口の電力使用事業者へ見通しを連絡出来るようにする。  
２，電力会社を横断した託送制度：一部地域で電力供給が逼迫した際に、需給に余裕の  

ある地域の電力を託送する仕組みを運用する。 
３，再エネ電力をバッテリーへの充電、冷温水で貯蔵する等して供給逼迫時に使用する。 
４，太陽光・風力・バイオ燃料等による発電設備の導入推進  

（３）上記（２）を実行した場合の波及効果と懸念事項への対応策を下記する。  
１，データ収集・集計に膨大な工数が必要となるため、全電力会社共通様式による  

ＲＰＡ化により対応する。 
２，電力会社間での電力託送の清算システムの共同運用が必要なため、行政・電力会社・ 

金融系の業界で統一した清算システムを開発し、運用する。 
３，再エネ発電、電力貯蔵への投資の助成金等のインセンティブを付与する事で事業者の 

導入意欲を増大させる。 
（４）現時点で優先するべき課題へ対応した結果、次世代にどの様な影響があるかを考察する事  
   が求められ、特に再エネはＬＣＡでの評価実績が少ないため多面的な可能性を視野に 
   入れる必要がある。これらを実施するために、広く深く情報収集し将来を予想する知見が 
   求められる。 
 

   
 
 



問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～19-1 環境保全計画～ 
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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～19-2 環境測定～ 





選択科目：   環境測定 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 II-2-2 

答案使用枚数 枚目    枚中 

技術部門   環境 

専門とする事項：簡易な環境分析法の研究 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

① 基 準 達 成 の 評 価 方 法  

日 本 産 業 規 格 J I S  K 0 1 0 2 に よ っ て 測 定 す る 。 例 え ば 、

底 層 溶 存 酸 素 量 に つ い て は 、 底 層 （ 困 難 な 場 合 は 底 か

ら 1 m 以 内 ） に お け る 溶 存 酸 素 を 測 定 す る 。 生 物 1 で

4 m g / L 以 上 、 生 物 2 で 3 m g / L 以 上 、 生 物 3 で 2 m g / L 以

上 と 定 め が あ り 、 類 型 に よ っ て 判 定 さ れ る 。  

② 汚 染 に よ る 影 響 又 は 基 準 値 の 設 定 理 由  

全 シ ア ン と フ ッ 素 に つ い て は 、 人 健 康 影 響 の 観 点 で 設

定 さ れ て い る 。 底 層 溶 存 酸 素 量 に つ い て は 、 底 層 の 生

物 の 生 存 や 再 生 産 の 観 点 で L C 5 値 か ら 設 定 さ れ て い る 。

特 に 閉 鎖 性 水 域 で の 有 機 物 の 代 謝 に よ っ て 溶 存 酸 素 が

消 費 さ れ 、 底 層 に 貧 酸 素 水 塊 が 形 成 さ れ る こ と で 、 底

生 生 物 の 生 存 や 漁 業 に 影 響 が あ る 。  

③ 汚 染 の 発 生 源 又 は メ カ ニ ズ ム  

全 シ ア ン は 産 業 由 来 で あ る 。 最 近 で は 製 鉄 所 か ら 排 出

さ れ 河 川 を 赤 く 染 め 魚 類 に 影 響 が 出 て い る 。 フ ッ 素 は

産 業 由 来 も あ る が 、 自 然 由 来 も あ る 。 特 に 海 水 に は 一

定 程 度 の フ ッ 素 が 含 ま れ て い る た め 、 感 潮 域 で の 測 定

は 注 意 が 必 要 で あ る 。 上 記 ② の 貧 酸 素 水 塊 の 発 生 は 有

機 物 の 代 謝 に よ る 酸 素 消 費 で あ る が 、 特 に 富 栄 養 化 に

よ っ て 大 量 増 殖 し た 藻 類 の 死 骸 が 原 因 に な っ て い る こ

と も あ る 。 閉 鎖 性 水 域 で の 移 流 の 小 さ い こ と や 垂 直 方

向 で の 成 層 の 形 成 は 、 貧 酸 素 水 塊 の 形 成 を 助 長 す る 。  

 

 





選択科目：   環境測定 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 II-2-2 

答案使用枚数 枚目    枚中 

技術部門   環境 

専門とする事項：簡易な環境分析法の研究 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

水 質 を 選 択 し て 解 答 す る 。  

( 1 ) 調 査 、 検 討 す べ き 事 項  

① 行 政 が 実 施 し て い る 環 境 モ ニ タ リ ン グ デ ー タ の 調 査  

地 点 、 頻 度 、 方 法 な ど A 市 で 実 施 し て い る 環 境 モ ニ タ

リ ン グ デ ー タ を 収 集 す る 。 こ の 時 点 で A 市 環 境 担 当 者

と 情 報 共 有 し 、 懸 念 さ れ る 事 項 に つ い て 意 見 を も ら う 。  

② 簡 易 的 手 法 の デ ー タ の 調 査 と 信 頼 性 の 検 討  

B 法 人 で 実 施 し て い る い わ ゆ る パ ッ ク テ ス ト の よ う な

簡 易 的 手 法 の 利 用 に 関 し て ， 定 め が あ る 場 合 S O P を 調

査 す る 。 な い 場 合 は 精 度 管 理 に 関 す る 情 報 を 収 集 す る 。

試 料 の 採 取 、 保 存 、 運 搬 、 分 析 、 デ ー タ 解 析 ま で の 一

連 の 流 れ を 同 行 し 、 信 頼 性 を 確 認 す る 。 信 頼 性 向 上 の

た め の ア ド バ イ ス を 行 う 。  

( 2 ) 業 務 遂 行 手 順 、 留 意 点 、 工 夫 点  

① 公 定 法 分 析 と の 比 較  

同 じ 試 料 に つ い て 、 同 じ 項 目 で 公 定 法 分 析 を 行 な っ て 、

簡 易 的 な 手 法 に よ る 結 果 と 比 較 す る 。 公 定 法 分 析 に は

費 用 が か か る た め B 法 人 の 支 払 い 能 力 に 留 意 す る 。 分

析 点 数 な ど を 削 減 す る な ど の 工 夫 を す る 。  

② 精 度 管 理 デ ー タ の 取 得  

ブ ラ ン ク 測 定 、 二 重 測 定 、 検 量 線 、 添 加 回 収 な ど 精 度

管 理 に 資 す る デ ー タ を 取 る 。 B 法 人 の 担 当 者 は 素 人 で

あ る た め わ か り や す く 説 明 す る こ と に 留 意 す る 。 動 画

な ど を 使 っ て わ か り や す く 説 明 す る よ う な 工 夫 を す る 。  

③ 印 刷 物 作 成 補 助 と 公 開 へ の 支 援  



選択科目：   環境測定 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 II-2-2 

答案使用枚数 枚目    枚中 

技術部門   環境 

専門とする事項：簡易な環境分析法の研究 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

い く ら 市 民 の 活 動 と は い え 科 学 的 信 頼 性 が な け れ ば 世

論 を ミ ス リ ー ド す る こ と に も な り か ね な い 。 デ ー タ の

統 計 的 解 析 に も 立 ち 合 い 、 文 章 も 適 切 に 意 見 を 述 べ る

よ う に す る 。 B 法 人 関 係 者 は 環 境 の た め と い う 正 義 感

を も っ て 活 動 し て い る が 、 そ れ が 独 善 的 で あ っ て は な

ら な い 。 彼 ら の プ ラ イ ド を 尊 重 し つ つ 丁 寧 に 対 応 し て

公 開 に 向 け て 支 援 す る 。  

( 3 ) 関 係 者 と の 調 整 方 策  

① A 市 環 境 課 ： A 市 が 実 施 し て い る 環 境 モ ニ タ リ ン グ

デ ー タ を も ら う 。 そ の 際 、 行 政 か ら の 意 見 を も ら う 。  

② 周 辺 の 産 業 ： A 市 商 工 会 議 所 工 業 部 会 に 連 絡 し 、 周

囲 の 事 業 所 の 操 業 状 況 に つ い て 情 報 収 集 す る 。 特 に B

法 人 の 調 査 が 特 定 の 事 業 所 が タ ー ゲ ッ ト に な っ て い る

場 合 、 綿 密 に 連 携 し 、 環 境 改 善 に つ な が る よ う な 方 向

性 を 探 る 。  

③ 学 識 経 験 者 ： 周 辺 の 大 学 の 学 識 経 験 者 か ら ア ド バ イ

ス を も ら う 。 市 民 の 活 動 に 一 定 の 権 威 を 与 え る こ と に

つ な が る 。  

④ 教 育 機 関 ： こ の 種 の 環 境 評 価 は 格 好 の 環 境 教 育 に な

る 。 た と え 、 B 法 人 の 調 査 の 信 頼 性 が 乏 し く 、 公 表 に

至 ら な か っ た 場 合 で も 、 B 法 人 の 取 り 組 み は 環 境 教 育

に 役 に は 立 っ た と い う こ と に な る 。  

 







 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～19-3 自然環境保全～ 



令和 4 年度技術士第二次試験問題〔環境部門〕

1 9 - 3 自然環境保全【選択科目 JI 】

]1 次の 2 問題 (Il- 1, I l - 2 ) について解答せよ。（問題ごとに答案用紙を替えること。）

I I - 1  次の 4 設問 (II- 1 - 1  ~ I I - 1  - 4）のうち 1 設問を選び解答せよ。（毬急の答

案用紙に解答設問番号を明記し，答案用紙上柊にまとめよ。）

II- 1  - 1  自然環境保全に関係するプログラムであるジオパークは，自然公園と璽複し

ている場合が多い。この点について，以下の問いに答えよ。

(1) 我が国で認定されているユネスコ世界ジオパークのうち，認定地域の一部が国立・

国定公園と重複している地域を 2 箇所以上，重複している国立・国定公園名とともに

挙げよ。

(2) 自然公園の指定地域とジオパークの認定地域が重複することによって生じる，地域

の自然資源の保全と利用を進めるうえでの効果と課題をそれぞれ述べよ。

I I - 1 - 2  生物の分類群の固有性について，遺存固有（古固有）と新固有という考え方

がある。それぞれについて，固有分類群となる過程と特徴を述べよ。また，それぞれの

日本における例を複数挙げよ。

I I - 1 - 3  自然公園内に建築物を建設するに当たっては，景観への配慮が必要である。

景観への配慮の基本的な考え方を述べ，具体的な配慮の方法を 3 つの観点から示せ。

II - 1  - 4  2021年 6 月に英国で開催されたG 7サミットにおいて我が国を含めG 7各国

が約束した「G 7・2 0 3 0年自然協約」には，生物多様性条約に関する新たな目標として

「30by30」が盛り込まれた。 2 0 2 2年 3 月に生物多様性国家戦略関係省庁連絡会議に

おいて了承された「30by30ロードマップ」を踏まえ，「 30by30」の内容及びこの目標

達成に向けた取組として想定されていることを述べよ。

R4 1 9 - 3 【n】 1/2



令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門            環 境    部門 

専門とする事項  自然公園等施設整備 

受験番号 

問題番号  Ⅱ－１－ １  

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

選択科目   自然環境保全 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

 ( 1 )  国 立 ・ 国 定 公 園 と 重 複 す る 世 界 ジ オ パ ー ク  

・ 阿 蘇 （ 阿 蘇 く じ ゅ う 国 立 公 園 ）  

・ 隠 岐 （ 大 山 隠 岐 国 立 公 園 ）  

・ 雲 仙 （ 雲 仙 天 草 国 立 公 園 ）  

・ 山 陰 海 岸 （ 山 陰 海 岸 国 立 公 園 ）  

・ 洞 爺 湖 有 珠 山 （ 支 笏 洞 爺 国 立 公 園 ）  

・ ア ポ イ 岳 （ 日 高 山 脈 え り も 国 定 公 園 ）  

・ 伊 豆 半 島 （ 富 士 箱 根 伊 豆 国 立 公 園 ）  

 

( 2 )  自 然 公 園 と ジ オ パ ー ク の 重 複 に よ り 生 じ る 効 果 と

課 題  

○ 効 果  

・ 地 形 地 質 に 関 す る 学 術 的 な 知 見 充 実 に よ る 自 然 公 園

と し て の 価 値 向 上  

・ 自 然 公 園 の 保 護 制 度 に よ る ジ オ パ ー ク の 価 値 対 象 の

保 護  

・ ジ オ パ ー ク の 教 育 的 観 光 メ ニ ュ ー 整 備 に よ る 自 然 公

園 利 用 の 充 実  

・ 自 然 公 園 と ジ オ パ ー ク 両 者 の ネ ー ム バ リ ュ ー の 相 乗

効 果 に よ る 更 な る 誘 客  

○ 課 題  

・ 利 用 者 の 増 加 に 対 す る 保 全 利 用 体 制 の 構 築  

・ 両 者 の 制 度 管 理 の た め の 事 務 的 負 担 の 増 加  

・ 両 者 の 役 割 明 確 化 に よ る 連 携 強 化  



選択科目  自然環境保全 

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門  環境部門  

専門とする事項  自然教育、自然に親しむ利用及びそのための ഛ施設整 に関す

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－4 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。 

← 解答する問題番号（１から㸲）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

  ３ 㸮 㹠 㹷 ３ 㸮 ᵝከ ᛶと は 、 生 物 条 ⣙ 内 で 定 め ら れ た

ᶆ目 で 、 ２ 㸮 ３ 㸮 年 ま で に 域㝣 ᾏ・ 域 の ３ 㸮 㸣 を 保 全

す る と い う も の で あ る 。  

ᶆ こ の 目 㐩
◌ྥ

成 に け た 内ᅜ
◌ྀྲ

の ⤌ に つ い て は 、 ① 㹍

㹃 㹁 㹋 Ἀ  �༊ ᣲの 認 定 、 ② 合 水 域 の 保 全 の 設 定 が ら れ

る 。  

 㹍 㹃 と㹁 㹋 は ᅜ බᣦが 定 す る ❧ᅜ 等ᅬ ௨の 保 全 地 域

◌�ᒇ外 の 林 や  業 地⥳ 等 保 全 す べ き   ア を がᅜ 認 定

ᵝ ◌ྀྲከ ᛶし 、 生 物 保 全 を 進 め て い く ⤌ で あ る 。 お 㹃 㹁

に㹋 つ い て は ᅾ⌧ 、 そ の 認 ド ‽ にᇶ つ い て ㆟ ㄽ が 進 め

ら れ て い る  

◌ྀྲ
 も う １ 点 の 保 全 の た め の ⤌

ཎᑠ ᓥと し て は ➟ ㅖ ᓥ

Ἀ  �༊ ᣲの 合 水 域 に 対 し て 保 全 を 設 け た こ と も ら れ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



I l - 2  次の 2 設問 ( I l - 2 - 1 , Il 一2 - 2 ) のうち 1設問を選び解答せよ。（宣色の答

案用紙に解答設問番号を明記し，答案用紙2 枚を用いてまとめよ。）

I l - 2 - 1  棚田を含む農地や二次林を中心としたある地域において，生物多様性を保全

しながら，自然資源を活用し，地域振興に資する計画を策定することとなった。この業

務を担当責任者として進めるに当たり，以下の内容について記述せよ。

(1) 対象地域の自然的社会的条件と活用する自然資源を想定して示し，計画策定業務に

おいて調査，検討すべき事項とその内容について説明せよ。

(2) 業務を進める手順について，留意すべき点，工夫を要する点を含めて述べよ。

(3) 業務を効率的，効果的に進めるための関係者との調整方策について述べよ。

1 1 - 2 - 2  近年，クマ類（ヒグマ及びツキノワグマ）が農村の人家周辺ないし市街地に

まで出没する事件が増加している。ある市町村が策定するクマ類と人との遭遇件数の低

減や重大事故の発生を予防するための計画に，技術者の立場で関与することになった。

(1) 対象地域の自然的社会的条件とクマの種類を想定して示し，計画策定業務において

調査，検討すべき事項とその内容について説明せよ。

(2) 業務を進める手順について，留意すべき点，工夫を要する点を含めて述べよ。

(3) 業務を効率的，効果的に進めるための関係者との調整方策について述べよ。

胆 1 9 - 3 【II] 2/2 
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技術部門           環 境     部門 

専門とする事項  自然公園等施設整備 

受験番号 

問題番号  Ⅱ－２－１   

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

選択科目   自然環境保全 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

 ( 1 )  対 象 地 域 の 条 件 と 調 査 、 検 討 す べ き 事 項  

○ 自 然 的 社 会 的 条 件 ： 里 地 里 山 生 態 系 が 成 立 し て お り 、

二 次 自 然 性 の 希 少 動 植 物 が 生 育 す る が 、 過 疎 化 に よ る

人 口 減 少 が 進 ん で お り 、 農 地 や 二 次 林 の 維 持 が 困 難 と

な っ て い る 。 鳥 獣 被 害 も 増 加 し て い る 。  

○ 自 然 資 源 ： 棚 田 景 観 と 棚 田 米 、 二 次 自 然 性 の 希 少 種 、

ジ ビ エ  

○ 調 査 事 項 ： 自 然 的 社 会 的 条 件  

  生 態 系 の 構 成 や 気 温 、 降 水 量 な ど の 自 然 条 件 の 推

移 を 調 査 す る 。 ま た 、 人 口 の 年 齢 構 成 の 推 移 や 法 令 に

よ る 規 制 、 交 通 ア ク セ ス な ど の 社 会 的 条 件 に つ い て も

調 査 す る 。  

○ 検 討 事 項 １ ： 計 画 策 定 に 関 わ る 関 係 者  

  地 域 の 農 業 従 事 者 の 他 、 自 然 環 境 や 観 光 の 学 識 経

験 者 、 近 隣 の 観 光 事 業 者 な ど に 加 え て 自 治 体 内 部 の 農

政 部 局 も 計 画 策 定 の メ ン バ ー と し て 検 討 す る 。  

○ 検 討 事 項 ２ ： 実 施 方 針  

  関 係 人 口 を 拡 大 す る 方 策 と し て 、 棚 田 や 二 次 林 の

保 全 活 動 を 観 光 プ ロ グ ラ ム と し て 活 用 す る こ と な ど を

検 討 す る 。  

( 2 )  業 務 を 進 め る 手 順  

① 諸 条 件 の 調 査  

 上 記 の 自 然 的 社 会 的 条 件 に つ い て 調 査 す る 。 類 似 し

た 条 件 の 地 域 で の 先 行 事 例 に つ い て も 広 範 囲 に 収 集 す

る 。  
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○解答欄の記入は、1 マスにつき1 文字とすること。なお、英字・数字は1マスに２文字を目安とする。

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

② 計 画 実 施 体 制 の 構 築  

 事 業 に つ い て の 関 わ り の 深 い 関 係 者 を 中 心 に 計 画 策

定 の メ ン バ ー と し て 選 定 す る 。 計 画 の 実 施 内 容 に 従 い 、

新 た な メ ン バ ー を 追 加 す る 。  

③ 計 画 の 策 定  

 上 述 の 実 施 方 針 に つ い て 検 討 し た 上 で 具 体 的 な 計 画

を 策 定 す る 。 鳥 獣 対 策 に つ い て は 、 役 場 の ガ バ メ ン ト

ハ ン タ ー も 活 用 す る 。  

④ 計 画 の 順 応 的 な 見 直 し  

 計 画 の 開 始 後 は 継 続 的 に モ ニ タ リ ン グ を 行 い 、 各 取

組 の 実 施 状 況 に 応 じ て 見 直 し を 行 う 。 常 連 の 里 山 体 験

観 光 客 が つ い て き た 場 合 は 、 二 拠 点 居 住 や 移 住 が で き

る よ う 空 き 家 確 保 を 検 討 す る ほ か 、 移 住 者 の 就 業 先 と

し て ジ ビ エ や 皮 革 の 加 工 事 業 の 立 上 げ を 検 討 す る 。  

( 3 )  関 係 者 と の 調 整 方 策  

 ま ず 、 地 域 の 農 業 従 事 者 が 一 番 の 当 事 者 で あ る た め 、

彼 、 彼 女 ら の ヒ ア リ ン グ を し た う え で 目 標 を 定 め る 。

計 画 検 討 に あ た っ て は 、 学 識 経 験 者 や 自 然 保 護 団 体 の

専 門 的 な 意 見 を 反 映 さ せ る 。 ま た 、 自 治 体 内 部 で 関 係

す る 自 然 環 境 、 農 政 、 観 光 、 地 域 振 興 の そ れ ぞ れ の 部

局 が 連 携 で き る よ う 横 断 的 な 実 施 体 制 の 構 築 が 有 効 で

あ る 。  
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技術部門  環境部門 

専門とする事項  自然教育、自然に親しむ利用及びそのための施設整
 

受験番号 

問題番号  Ⅱ－２－１ 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

選択科目  自然環境保全 
 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。 
ཪ

← 解答する問題番号（１ は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

௳ （ １ ） 対 象 地 域 の 自 然 ⓗ ♫  ⓗ 条 と し て 、 地 域 内

ᑡ Ꮚで は 㧗 㱋 � Რが 進 み 水 ⏣ ࣮
ࣘ
なࢲ࣮  の ア  ス

῝ ୰◌้の 問 題 が  し て い る こ と を  定 す る 。 そ の で 利

 �用 れ る 自 然 ㈨ ※ と し て は 、 水 ⏣ �に 生 す る   㢮 、

୧ 生 ・㢮 ∐  㢮 � ◌ ့ ங、  ㎶ の 二 次 林 に 生 す る 㢮 、 ⊛

㢮⚺ 、 水 ⏣ に 㞟 ま る 㫽 な㢮  � � が  定 れ る 。 ㄪ ・ 

�ウ す べ き 事 項 と し て 、 ① 地 域 内 に  な 生 き 物 が 定 ╔

ពし て い る の か 、 ② 自 然 ㈨ ※ に 対 す る 地 域 内 外 の ㆑ が

 � う な て い る か を  ら か に す る 必 せ が あ る 。  

 �ᐇ① を  ら か に す る た め 、 こ れ ま で 施 れ て き て い

�る 生 物 ㄪ �⤖ �に 関 す る 文 ⊩ をㄪ ᕼ ᑡし 、 ✀ ศ ᕸの

ἣ �ᢕ ᥱ≧ を す る 。 生 物 ㄪ ୧と し て 生 ・㢮 ∐  㢮 、 

 㢮 ◌ ့ ங、 、㢮 㫽 㢮 �の ㄪ ᐇを 施 す る 。 ま た ② を  ら

か に す る た め に 、 生 き 物 に 関 す る 地 域 内 の 認 ㆑ ㄪ � と

ᚩし て 、 象 と✀ ᚰな る 生 き 物 や 地 域 内 の 自 然  の 関 度

ࢣ࣮ࢺ ே◌ᐇに 対 す る ア  を 施 す る 。 地 域 外 の に つ い て

� もࢣ࣮ࢺ  な 自 然 に  れ る か 等 の ア  ㄪ � ᐇを 施 す

る 。  

ព （ ２ ） ␃ �す べ き 点 と し て は 、 生 き 物 ㄪ に つ い て

◌ྛ
は ✀ �の ☜ 認 㐺  �を ㏨ な い と い う 事 が せ で㔜 あ る 。

ま た 、 ィ を⏬ �� ◌ྍᣢ ⥆ な⬟ � Რも の と す る た め に 、

水 ⏣ 等 は ⟶ ⌮ ⪅ が ㄡ に な る か を  ☜ に す る 必 せ が あ る

と ⪃  � ኵ ◌ୖᕤる 。 を せ す べ き 点 と し て は 記 ㄪ � を ㋃ ま

 � �ఱࢻࢻࢻ ฟて 、 を 自 然 ㈨ ※ の と し て 生 み す か が 㔜

 �せ と ⪃ ර ᗜ ᒸる 。 ┴ ㇏ ᕷ で は 、 水 㫽 が  し㣕 ሙ㣵 環
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○解答欄の記入は、1 マスにつき1 文字とすること。なお、英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

�境 と し て 利 用 で き る ⏣ � �� ಙを  み ず た と し て Ⓨ

�しࢻࢻࢻ 、 そ の ⡿ ὶ  ��を ㏻ て い る 。  

（ ３ ） 自 然 ㈨ ※ の 利 用 ィ ⏬ の 定⟇ ඖ ఫに お い て は 、 地

Ẹ ᚑ、 林 業 事 ⪅ ග、 ほ 業 ⪅ �ᐙ、 ㎰ 、 足 、 ◊ ✲ ⪅ 等

 � ࢲ࣮࣮ ࣮࣮࣮� ཧⰍ な ス の ⏬  �が 必 せ と な て く る 。  

� ◌୍ ព ᙧそ の た め に 、 で 合 成 を う足 ሙ を 設 け る こ と が

必 せ で あ る と ⪃  �る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



令和 4 年度技術士第二次試験問題〔環境部門〕

1 9 - 3 自然環境保全【選択科目 m 】

m  次の 2 間題 ( m - 1 , m - 2 ）のうち 1 問題を選び解答せよ。（赤色の答案用紙に解答問

題番号を明記し，答案用紙笠枚を用い図まとめよ。）

m - 1  昨年ラムサール条約湿地に登録された「出水ツルの越冬地」では，世界のナベヅル

の個体数の約 9 割，マナヅルの個体数の約 5 割がそれぞれ越冬する。こうした集中によっ

て，農業被害の発生や絶滅リスクの上昇が懸念されている。この状況を解消するためには

越冬地の分散が望ましい。そのための対策を立案する技術者として，以下の問いに答えよ。

(1) 越冬地の分散の効果を述べ，それを進めるうえでの課題を，自然環境保全の技術者と

しての立場から多面的な観点より 3 つ抽出し，それぞれの観点と背景を明記したうえで，

その課題の内容を示せ。

(2) 抽出した課題のうち，最も重要と考える課題を 1 つ挙げ，理由とともにその課題に対

する複数の解決策を技術的側面から示せ。

(3) 前問 ( 2 ) で示した解決策を実行して生じる波及的効果と，専門技術を踏まえた懸念

事項への対応策を示せ。

m - 2  製造業を営む事業者には，製品の原材料調達，製造，販売等の各段階及びその他の

活動において，生物多様性を保全するための取組が求められている。事業者による生物多

様性の保全を推進する立場の技術者として，以下の問いに答えよ。

(1) 対象とする事業所の立地特性と事業内容を想定して記載し，生物多様性の保全のため

に取組むべき課題を，上記各段階等を考慮して，多面的な観点から 3 つ抽出し，それぞ

れの観点を明記したうえで，その課題の内容を示せ。

(2) 抽出した課題のうち，最も重要と考える課題を 1 つ挙げ，その課題に対する複数の解

決策を示せ。

(3) 前問 ( 2 ) で示したすべての解決策を実行しても新たに生じうるリスクと，それへの

対策について，専門技術を踏まえた考えを示せ。

R4 1 9 - 3 【m 】1/1 



 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～19-4 環境影響評価～ 





２－１－３ 
 
背景・目的 
脱炭素のために風力発電の導入が進んだ結果、老朽化した風車のリプレース件数が増加したが  
リプレースに必要な環境影響評価手続きに時間を要するため古い風車が残る状況が課題となっ

ていいるため、リプレース後の環境影響がリプレース前より低くなることが明確に示せる場合は  
一部手続きを簡略化して早期のリプレース推進が目的である。  
有効性と期待される効果 
環境影響評価手続きの簡略化により、老朽化した風車の故障リスク回避、高効率設備への更新に 
よる省エネ効果、故障等で使用停止中の風車の機会損失の解消による投資回収が期待される。  
また、手続きが簡略化されたことにより、風力発電事業への新規参入が活性化しカーボンニュー

トラル達成に向けた再生可能エネルギーの割合が増加する事が期待される。  
 



選択科目   環境影響評価 

令和 4年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   環境部門 

専門とする事項  自然環境の保全 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ-1-4 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

( 1 )  風 力 発 電 事 業 に 伴 う 飛 翔 動 物 へ の 影 響  

1 ) 供 用 後 の バ ー ド ス ト ラ イ ク  

 鳥 類 等 の 飛 翔 動 物 の 飛 翔 経 路 上 に 風 車 が 建 設 さ れ た

場 合 、 バ ー ド ス ト ラ イ ク が 発 生 す る リ ス ク が あ る 。  

2 ) 工 事 中 の 騒 音 に よ る 影 響  

 重 機 の 稼 働 や 運 搬 車 両 に よ り 騒 音 が 生 じ る こ と で 、

事 業 実 施 区 域 周 辺 に 存 在 す る 飛 翔 動 物 、 特 に 猛 禽 類 の

生 育 や 繁 殖 に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ る 。  

3 ) 事 業 実 施 に 伴 う 土 地 の 改 変  

 事 業 実 施 区 域 内 に 猛 禽 類 等 の 営 巣 木 が 存 在 す る 場 合 、

土 地 の 改 変 に 伴 い 生 育 地 の 減 少 に つ な が る 恐 れ が あ る 。  

( 2 )  保 全 措 置  

1 ) 事 業 実 施 箇 所 の 決 定  

 事 業 実 施 区 域 の 植 生 や 地 形 等 の 自 然 環 境 と 、 飛 翔 動

物 の 行 動 圏 と の 関 係 を 整 理 し 、 飛 翔 動 物 へ の 影 響 を 低

減 さ せ る 。  

2 ) 風 向 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 実 施  

 風 力 発 電 を 稼 働 さ せ た 場 合 の 風 向 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

を 実 施 し 、 風 車 の 配 列 や 位 置 を 検 討 す る こ と で 、 飛 翔

動 物 と の 衝 突 リ ス ク の 回 避 ・ 低 減 を 図 る 。  

3 ) 工 事 時 期 の 調 整 及 び 低 騒 音 機 械 の 使 用  

 工 事 の 際 に は 、 事 業 実 施 区 域 周 辺 の 飛 翔 動 物 に 対 し

て の 影 響 を 低 減 さ せ る た め 、 工 事 時 期 を 非 繁 殖 時 期 に

設 定 し た り 、 低 騒 音 機 械 を 採 用 す る 。  

     以 上  





選択科目   環境影響評価 
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技術部門   環境部門 

専門とする事項  自然環境の保全 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ-2-1 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

( 1 )  調 査 ・ 検 討 す べ き 環 境 影 響 要 因 と 環 境 要 素  

1 ) 工 事 中 の 大 気 ・ 騒 音 ・ 振 動 へ の 影 響  

 重 機 の 稼 働 に 伴 う 粉 じ ん や 騒 音 、 振 動 の 発 生 が 考 え

ら れ る 。  

2 ) 供 用 後 の 騒 音  

 周 辺 家 屋 に 対 し て 、 パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ や 空 調 機

器 か ら の 騒 音 が 考 え ら れ る 。  

3 ) 供 用 後 の 日 照 阻 害  

 太 陽 光 パ ネ ル の 設 置 に 伴 い 、 周 辺 家 屋 や 農 地 に 対 す

る 日 照 阻 害 が 生 じ る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  

4 ) 供 用 後 の 反 射 光 に よ る 影 響  

 近 接 す る 建 物 や 施 設 に 太 陽 光 パ ネ ル か ら の 反 射 光 が

さ す こ と が 考 え ら れ る 。  

( 2 )  業 務 を 進 め る 手 順  

1 ) 調 査 ・ 予 測 内 容 の 検 討 （ 方 法 書 の 作 成 ）  

 適 切 な 調 査 時 期 、 手 法 を 選 定 し た 方 法 書 を 作 成 す る 。

な お 、 動 植 物 に つ い て は 専 門 家 に ヒ ア リ ン グ を 実 施 し 、

調 査 内 容 の 妥 当 性 を 確 保 す る こ と に 留 意 す る 。  

2 ) 調 査 ・ 予 測 評 価 の 実 施 （ 準 備 書 の 作 成 ）  

 作 成 し た 方 法 書 を 公 告 縦 覧 し 、 地 元 説 明 会 を 実 施 す

る 。 意 見 の あ る 方 に は 意 見 書 を 提 出 し て も ら う 。 事 業

者 は 提 出 さ れ た 意 見 の 概 要 を 都 道 府 県 知 事 と 市 長 村 長

に 送 付 す る 。 意 見 を ふ ま え 、 都 道 府 県 知 事 よ り 意 見 を

も ら う 。 意 見 を ふ ま え て 決 定 し た 方 法 書 に 準 じ て 、 現

地 調 査 を 実 施 し 、 結 果 を 基 に 予 測 評 価 を 行 う 。 評 価 結
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

果 を ふ ま え 環 境 影 響 が 著 し い 項 目 に つ い て は 環 境 保 全

措 置 を 検 討 す る 。 影 響 の 程 度 を 回 避 ・ 低 減 ・ 代 償 す る

対 策 の 妥 当 性 や 根 拠 を 整 理 す る 。  

3 ) 評 価 書 の 手 続 き  

 作 成 し た 準 備 書 を 公 告 縦 覧 し 、 地 元 説 明 会 を 実 施 す

る 。 意 見 を 集 約 し 、 評 価 書 を 作 成 す る 。 準 備 書 か ら 評

価 書 へ の 変 更 点 を 抜 き 出 し た 資 料 を 作 成 す る な ど 、 関

係 者 が 容 易 に 理 解 で き る よ う に 工 夫 し 、 円 滑 な 事 業 推

進 を 図 る 。  

( 3 )  業 務 を 効 率 的 に 進 め る た め の 関 係 者 と の 調 整 方 法  

1 ) 時 系 列 に 沿 っ た 分 か り や す い 資 料 作 成  

 関 係 者 が 多 い 環 境 影 響 評 価 の 手 続 き で は 、 工 程 の 進

捗 を 関 係 者 間 で 誤 解 な く 共 有 す る こ と が 大 事 で あ る 。

時 系 列 に 沿 っ て 、 現 在 ど の 手 続 き を 遂 行 し て い る の か 、

分 か り や す い 資 料 を 作 成 す る こ と で 円 滑 な 事 業 推 進 に

寄 与 す る 。  

2 ) パ ン フ レ ッ ト 併 用 に よ る 分 か り や す さ の 工 夫  

 環 境 影 響 評 価 の 手 続 き で は 、 事 業 実 施 区 域 周 辺 の 住

民 理 解 も 重 要 で あ る 。 専 門 知 識 を 有 さ な い 人 に 対 し て

も 、 分 か り や す い 資 料 が 必 要 で あ る 。 パ ン フ レ ッ ト な

ど 写 真 や 図 表 を 多 用 し た 視 覚 的 に 分 か り や す い 資 料 を

作 成 し 、 使 用 す る こ と で 誤 解 な く 事 業 を 進 め る こ と に

つ な が る 。  

 い ず れ に し て も 、 関 係 者 間 で 理 解 を 共 有 し 、 手 戻 り

な い 円 滑 な 事 業 推 進 が 重 要 で あ る 。       以 上  



２－2－1 
（１） 
要因 要素 内容 
設置工事 水の濁り 工事に伴う泥水の排出、パネル破損した場合の有害物

質流出 
騒音・振動 資材搬入の車両、設置工事による騒音・振動の発生  

太陽光発電運用 反射光・熱波 パネルから反射する光によるクレーム 
騒音・振動 ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｲｼｮﾅｰから発生する騒音・振動 
水の濁り パネル破損した場合の有害物質流出 

アレイ 景観 構造物による景観の損失 
生態系 希少な生態系への影響 

撤去時 産廃 施設撤去時に発生する産廃処理 
   

（２） 
配慮書：事業の位置、規模、施設の配置、構造と地域特性から配慮するべき事項を決定する。  
    地域住民、専門家の意見を広く集めて抜け漏れない様に留意する。  
方法書：環境アセスメントにおいてどの様な項目・方法で調査・予測・評価を進めるか決定し、 
    HP 等で公表する。方法書の内容は説明会で地域住民、専門家等の意見を集めて県知事、   
    市町村長へ送付する。方法書以降の手続きを効率的に進めるために、計画段階で収集し 
    た情報等の選考評価の結果を活用する（ティアリング）  
準備書：調査・予測・評価、環境保全措置の検討結果をまとめ HP 等で公表する。 
    環境保全措置は環境項目の相互関係、一つの措置が他の項目に悪影響を及ぼさない 
    様に留意し、原則として回避ー低減ー緩和の順に検討する。 
 
評価書：準備書の内容に行政からの意見を反映し、確定した内容を HP 等で公表する。 
    評価書の内容が事業の免許を行う機関に承認されるまでは事業は実施出来ない。 
 
報告書：事後調査の項目、手法、評価結果、環境影響評価結果との比較、事後調査の結果 
    必要と判断された追加の環境保全措置とその不確実性についてまとめ、HP 等で公表 
    する。事後調査の終了判断、追加の環境保全措置実施について専門家の助言を受けた 
    場合は、その助言の内容、専門家の専門分野を明記する。 
 
（３）関係者との調整方法 
   計画段階で早期に行政へ連絡し、設計計画を周知するべき住民の範囲、地域における環境 
   の特性、法令・条例に基づく規制等の情報提供や助言を求める。 
   太陽光・風力発電設置に対する懸念事項、台風・地震等の天災で土砂崩れ等が発生した 
   場所、文化財、景観、希少な生態系等の保護するべき対象について地域住民へヒアリング 
   して計画に反映させる事で、円滑に事業を進める。 





選択科目   環境影響評価 
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技術部門   環境部門 

専門とする事項  自然環境の保全 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ-1 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

( 1 )  地 域 脱 炭 素 化 促 進 事 業 を 進 め る 上 で の 課 題  

 本 制 度 は 、 地 域 脱 炭 素 化 を 促 進 す る た め 、 環 境 配 慮

基 準 に 基 づ き 促 進 区 域 を 定 め る こ と が で き る も の で あ

る 。 そ の た め 、 認 定 を 受 け た 事 業 は 配 慮 書 手 続 き を 省

略 す る こ と が 可 能 で あ る 。 本 制 度 の も と 脱 炭 素 を 進 め

る 上 で 、 私 は 以 下 の ３ 点 が 課 題 と 考 え る 。  

1 ) 都 市 の ス ポ ン ジ 化 に よ る エ ネ ル ギ ー の 非 効 率 な 使 用  

 人 口 減 少 社 会 の 今 、 都 市 の 拠 点 と し て 都 市 機 能 や 居

住 を 誘 導 す べ き エ リ ア に お い て も 低 未 利 用 地 が 散 発 的

に 発 生 す る 都 市 の ス ポ ン ジ 化 が 進 行 し て い る 。 ス ポ ン

ジ 化 の 進 行 は 、 生 活 利 便 性 の 低 下 や 治 安 景 観 悪 化 だ け

で な く 非 効 率 な エ ネ ル ギ ー 使 用 に つ な が る 。  

2 ) 自 動 車 社 会 に お け る 渋 滞 時 の C O 2 増 加  

 従 来 の 都 市 交 通 政 策 は 、 道 路 を は じ め と す る イ ン フ

ラ 整 備 中 心 に 進 め ら れ て い る 。 そ の た め 特 に 地 方 都 市

に お け る 自 家 用 車 の 使 用 割 合 は 高 い 。 し か し 、 自 動 車

か ら 排 出 さ れ る C O 2 等 の 総 量 は 交 通 の 円 滑 性 と 密 接 な

関 連 が あ る 。 大 気 環 境 負 荷 の 低 減 に は 、 公 共 交 通 機 関

を 主 体 と し た 交 通 体 制 が 必 要 で あ る 。  

3 ) コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 増 加 に 伴 う 緑 の 減 少  

 自 然 災 害 が 頻 発 ・ 激 甚 化 し て い る 近 年 で は 、 イ ン フ

ラ 整 備 が 進 む 一 方 、 緑 地 が 減 少 す る 場 所 も 存 在 す る 。  

樹 木 や 草 地 の 持 つ 炭 素 固 定 能 力 は 高 く 、 脱 炭 素 促 進 の

た め に は グ リ ー ン イ ン フ ラ の 導 入 や 都 市 緑 化 の 導 入 が

必 要 で あ る 。  
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

( 2 )  最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と そ の 解 決 策  

 私 は 、 「 自 動 車 社 会 に お け る 渋 滞 時 の C O 2 増 加 」

が 最 重 要 課 題 と 考 え る 。 以 下 に 解 決 策 を ３ 点 示 す 。  

1 ) 渋 滞 の ボ ト ム ネ ッ ク の 抽 出  

 道 路 渋 滞 に 伴 い 、 自 動 車 か ら 過 剰 に C O 2 等 が 排 出

さ れ る た め 、 渋 滞 緩 和 対 策 を 推 進 す る 。 開 か ず の 踏 切

を 抽 出 し 立 体 交 差 化 を 進 め た り 、 渋 滞 の 多 い 道 路 の 道

路 改 良 を 検 討 す る こ と で 交 通 流 の 円 滑 化 を 図 る 。 な お 、

検 討 時 に は 渋 滞 箇 所 の 移 動 に な ら な い よ う 、 交 通 ネ ッ

ト ワ ー ク 全 体 で 計 画 を 考 え る 必 要 が あ る 。  

2 ) 公 共 交 通 と 連 携 し た コ ン パ ク ト シ テ ィ の 形 成  

 都 市 に お い て 、 都 市 機 能 や 居 住 機 能 を 都 市 の 中 心 部

等 に 誘 導 し 再 整 備 を 図 る 。 生 活 ・ 福 祉 サ ー ビ ス 等 を 一

定 の エ リ ア 内 に 集 め 小 さ な 拠 点 を 形 成 す る こ と で 、 エ

ネ ル ギ ー を 効 率 的 に 利 用 す る 。 ま た 、 拠 点 間 の ア ク セ

ス を 容 易 に す る 公 共 交 通 施 設 を 整 備 し 、 自 動 車 に 頼 ら

な い 交 通 体 制 を 確 立 す る 。  

3 ) バ イ パ ス 等 新 規 道 路 建 設 の 推 進  

 渋 滞 箇 所 解 決 の た め 、 バ イ パ ス 等 の 新 規 道 路 建 設 を

推 進 す る 。 バ イ パ ス で 渋 滞 箇 所 を 迂 回 す る こ と で 円 滑

な 交 通 が 実 現 す る 。 ま た 、 既 存 道 路 を 活 用 す る た め 新

規 道 路 建 設 と 比 較 す る と 、 不 足 し て い る 資 機 材 を 効 率

的 に 配 分 で き る 。 施 工 の 際 に は 植 樹 等 の 法 面 緑 化 を 施

す こ と で 、 交 通 流 の 改 善 に 加 え 緑 化 に よ る 炭 素 固 定 量

を 増 や し 脱 炭 素 に 寄 与 す る 。  
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

( 3 )  波 及 効 果 と 懸 念 事 項 へ の 対 応  

1 ) 住 民 の 理 解 不 足 に よ る 排 気 ガ ス 抑 制 効 果 の 減 少  

 排 気 ガ ス 排 出 を 抑 制 し 脱 炭 素 推 進 の ま ち づ く り を 実

現 す る こ と で 、 生 活 の 利 便 性 が 向 上 し 経 済 的 に 正 の 波

及 効 果 が 生 じ る と 考 え ら れ る 。 一 方 で 、 C O 2 削 減 は

数 値 化 し づ ら く 目 に 見 え な い た め 、 住 民 の 意 識 付 け が

難 し く 本 来 の 効 果 が 発 揮 さ れ な い こ と が 懸 念 さ れ る 。  

2 ) 対 応 ： 住 民 参 画 を 前 提 と し た 事 業 の 推 進  

① 排 気 ガ ス の 見 え る 化 に よ る 住 民 意 識 の 持 続 性 確 保  

 自 動 車 に よ る 「 利 便 性 」 と 「 環 境 負 荷 」 は ト レ ー ド

オ フ の 関 係 に あ り 、 排 気 ガ ス 抑 制 に よ る 環 境 負 荷 低 減

は 個 々 の 環 境 配 慮 に 対 す る 意 識 の 持 続 が 重 要 で あ る 。

そ こ で 、 排 気 ガ ス 排 出 量 に 価 格 を つ け 社 会 的 費 用 を 見

え る 化 す る 。 定 め た 費 用 を 形 成 し た コ ン パ ク ト シ テ ィ

内 で 使 用 で き る 地 域 の 通 貨 と す る 仕 組 み を 作 れ ば 、 経

済 活 動 の 促 進 に も つ な が る と 考 え ら れ る 。  

② 住 民 と の 共 同 に よ る 都 市 計 画 の 促 進  

 都 市 計 画 を 作 成 す る 際 に 、 住 民 参 加 型 の ワ ー ク シ ョ

ッ プ を 実 施 す る 。 計 画 段 階 か ら 住 民 参 加 を 図 る こ と で 、

住 民 視 点 の 事 業 を 推 進 で き る と と も に 、 脱 炭 素 社 会 に

向 け た 取 り 組 み や 意 義 の 理 解 を 広 め る こ と に つ な が る 。  

                      以 上  

 

 

 



３－１ 
（１）制度の概要 
   脱炭素化促進事業の事業計画を作成し、地方公共団体十呼応計画に適合する事等について 
   市町村の認定を受けると、関係許可等手続きのワンストップ化や環境影響評価法に基づく  
   配慮書手続きの省略といった特例を受けられる。  
 
   促進事業を進めるに当たっての重要項目 
   ①経済性：太陽光、風力の利用に当たり、日射・風量、風向等の賦存量から想定される  
        収益と設備設置、送電等の運用にかかる費用を産出し、投資回収が十分可能  
        である事を検証する必要がある。 
   ②将来リスクの想定：例えば風力発電施設において、風車が防衛省のレーダーへ悪影響  
        を与える事例が発生しており、導入時に想定されなかった問題が起こる可能性 
        があるため、周辺状況の変化、天災による破損等の将来リスクを可能な限り  
        想定した導入、運用計画の検討が必要 
   ③LCA 評価：再生可能エネルギーは CO2、コストの面で調達～廃棄までの期間で天災や 
         故障による稼働停止のリスクも踏まえて、LCA で評価する必要がある。 
（２）LCA 評価 
   調達時の評価：現在国内で設置されている太陽光パネルの多くは中国製であるため、  
          現地で製造時に排出された CO2、輸入および国内の輸送に伴い           
          発生した CO2 を算出して評価に繁栄する。 
   施工時：土地の造成、機器の設置工事に伴い発生する CO2 を評価 
   運用中：運用中に CO2 は発生しないが、天災による破損のリスクを考慮する。 
 
   廃棄：撤去時、分解、廃棄処理で発生する CO2 を評価  
 
（３）波及効果と懸念事項 
   海外製の太陽光パネルや風車を採用した場合の LCA 評価は複雑なため国産の機器開発 
   が促進されるが、コスト増による導入見送りを抑えるために国産の機器使用に対しての 
   助成金制度を検討する。 
   また、LCA 評価の手続きが複雑なため導入の後期が延びて機会損失につながるため、 
   簡易に LCA 評価が進められるシステムを開発し、地域特性や日射・風況データの共有 
   により導入を促進させる。 
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